
 

 

 

 

   
 

回覧 

 

第
３
回
目
と
な
る
、
夏
休
み
特
別
企
画
の

「
こ
ん
虫
展
」
が
、
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会

議
六
郷
支
部
（
支
部
長 

山
田
訓
之
）
主
催
、

磐
田
市
竜
洋
昆
虫
自
然
観
察
公
園
共
催
で
７
月

２７
日
（
金
）
２８
日
（
土
）
に
か
け
て
、
管
内

の
中
学
生
４
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
手
伝
い

頂
き
、
六
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
、
２
１

４
名
の
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
、
保
護
者
が
来

て
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。 

 

竜
洋
の
昆
虫
自
然
観
察
公
園
の
北
野
先
生
に

生
き
て
い
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
ム
シ
の

成
虫
や
ニ
ジ
イ
ロ
ク
ワ
ガ
タ
を
は
じ
め
、
昆
虫

（
標
本
を
含
め
）
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
展

示
し
、
ま
た
生
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の
小
屋
を
２

つ
用
意
し
、
放
し
飼
い
に
し
て
触
れ
て
も
ら
っ

た
り
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
釣
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

今
の
子
供
た
ち
は
生
き
た
昆
虫
を
さ
わ
っ
た

り
、
見
た
こ
と
の
な
い
い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
が
い

る
こ
と
や
、
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
を
や
っ
た
こ
と
が

な
い
た
め
、
た
い
へ
ん
良
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。 
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ま
た
、
カ
マ
キ
リ
と
ゴ
キ
ブ
リ
は
同

じ
仲
間
な
ど
身
近
な
昆
虫
に
つ
い
て
、

昆
虫
教
室
を
開
催
し
昆
虫
に
つ
い
て
の

知
識
も
備
わ
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
達
が

「
カ
ブ
ト
ム
シ
に
自
由
に
触
れ
て
よ
か
っ

た
」
「
色
々
な
昆
虫
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
が
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
、
大
変
よ
か
っ
た
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
来
年
も
引
き
続
き
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

カブトムシを自由にさわって楽し～！！ 色々な生きている昆虫や標本を親子で観賞 

 

 

ヘラクレスオオカブトムシ 



☆ 

夏
休
み
親
子
映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た 青

少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
六
郷
支
部
で

は
、
毎
年
映
画
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年

は
８
月
２
日 

午
後
２
時
よ
り
六
郷
地
区
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。 

 

初
め
に
青
葉
読
書
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
行

わ
れ
、
続
い
て
映
画
「
ハ
チ
公
物
語
」
と
２

本
の
子
供
人
形
劇
場
の
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま

し
た
。 

 

参
加
者
は
、
子
供
６０
人
の
皆
さ
ん
が
、
心

あ
た
た
ま
る
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
映
画
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
プ
レ
大
会
は
五
丁
目
上
・
下
の
子
供
会
を

中
心
に
本
番
大
会
（
七
月
二
十
九
日
）
の
た
め

の
試
行
戦
で
子
ど
も
た
ち
約
二
十
人
が
参
加
し

た
。
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

一
戦
ご
と
に
慣
れ
て
次
は
最
強
チ
ー
ム
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
に
連
絡
を
入
れ
た

と
こ
ろ
、
４
社
が
取
材
に
来
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン

は
カ
メ
ラ
が
濡
れ
た
ら
故
障
す
る
の
で
、
取
材

に
は
気
を
使
っ
た
よ
う
だ
。 

試
合
は
一
セ
ッ
ト
十
分
間
で
合
計
三
セ
ッ

ト
、
残
っ
て
い
た
選
手
数
で
優
劣
を
決
め
る

が
、
い
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
そ
の
時
点
で
終

了
と
な
る
。 

的
を
破
ら
れ
た
選
手
は
、
コ
ー
ト
外
に
出
る

が
、
外
か
ら
攻
撃
し
て
相
手
の
的
を
破
る
と
ま

た
復
活
で
き
る
。 

 

 

ややッ 敵だ！水がない↑ 

転んじ

ゃった 

 

 

 

  

 7月 31日 8月 1日の両日、六郷地区センタにおいて、昨年、一昨年に引き続き「第三回菊川

ゆめのロボット学校」が開かれました。多方面からのご支援をいただき、大成功の内に終了しま

した。この事業は青少年健全育成会義六郷支部の助成事業として、菊川市・菊川市教育委員会の

後援を得て行われたものです。小学校 4～6年の 36名子供たちが、10時間の細かな作業で無線

操縦のロボットを組み立てて、自作ロボットによるサッカー大会を行ったものです。また製作過

程では、掛川工業高校の生徒さんが献身的にサポートしていただきました。めったにない機会で

すが、工業高校の生徒と技術指導を通じて触れ合った機会は、子供達にとってはよい進路教育 

にもなりました。 

この間の子供たちの成長と、集中持続力はものすごく、今年は 4年生が多かったので心配され

ましたが、見事に時間内に自分のロボットを完成させ、試合に臨みました。またサッカーという

事で、協力や協調性を育てるという事でも有意義でした。ロボットによるゴールが成功すると、

飛び上がって喜びあう姿は、NHK ニュースでも放映されました。3 回にわたるロボット学校の

成功をもとにして、日常的にロボットを使う交流の場を、菊川にも開けないかという事も検討さ

れています。これからも子供達のすぐれた成長場として取り組んで行きたいと思いますので、よ

ろしくご支援のほどお願いいたします。           事務局 きくがわ科学少年団 

 

 

夢のロボット学校 3回目も大成功の内に終了!! 

 

ボランティアの高校生に教えてもら

いながら、真剣にロボットの製作 
出来上がったロボットでサッカーの

試合、みんな熱中していました。  

 


